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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

第52回国連総会報告会|

全国婦人新聞社発行所

国連NGO圏内婦人委員会 (中村道子委員長)では、 14日、婦選会館 (東京・代々木)で「第

52回国連総会報告会Jを 聞 き、平和と人権問題について審議 した第 3委員 会 に出席した代表か

ら話を聞いた。問委員会では、 日本が国連に加盟した翌年、1952年から民間の女性 を政府代表

団に送り、報告会を聞いている。

議
で
は
、
女
性
が
参
画
し
て
い
る
こ
と
対
す
る
女
性
の
増
員
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
1

今
年
、
首
都
圏

が
目
に
見
え
て
分
か
る
も
の
に
待
っ
て
・
バ
ラ
ン
ス
、
地
域
配
分
に
つ
い
て
求
で
は
大
雪
が
つ
づ

い
き
た
い
と
い
う
撃
を
明
ら
か
に
し
め
る
表
明
も
あ
り
「
ジ
ェ
ン
ダ
!
パ
い
て
い
る
わ
十
五

た
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
。
各
国
の
ス

1
ス
ベ
ク
テ
ィ
フ
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
セ
ン
チ
く
ら
い
の

テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
中
で
、
大
き
な
問
題

l
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
各
国
が
言
っ
て
積
雪
は
、
雪
国
の

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
貧
困
。
い
る
。
女
性
に
係
わ
る
国
連
関
連
機
関
人
か
ら
み
れ
ば
な

主
と
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
強
調
し
た
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
1
を

中

心

に

置

き

な

が

ん

で

も

な

い

の

だ

が
、
「
貧
困
に
も
国
の
貧
困
も
あ
れ
ば
、
ら
政
策
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
ろ
う
が
、
雪
に
な

地
域
で
の
偏
重
の
あ
る
貧
困
も
あ
る
。
い
る
」
と
も
。
一
れ
て
い
な
い
東
京
近
辺
で
は
、

貧
困
の
女
性
化
は
、
圧
倒
的
な
問
題
と
第
凶
回
世
界
女
性
会
議
の
フ
ォ
ロ
ー
一
交
通
は
マ
ヒ
す
る
わ
、
す
べ
っ

性
会
議
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
八
項
目
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
ア

ッ
プ
で
は
、
一

一
)
O
O年
に
ナ
イ
ロ

一
て
ケ
ガ
を
す
る
人
が
続
出
す
る

が
議
題
と
し
て
出
さ
れ
、
決
議
さ
れ
た
。
は

一
国
で
は
で
き
ず
、
ジ
エ
ン
タ
ー
を
ビ
将
米
戦
略
と
北
京
行
動
綱
領
の
達
成
一
ゎ
、
大
さ
わ
ぎ
だ
V
し
め
っ
た

国
連
事
務
総
長
報
告
を
し
た
、
ジ
ェ
解
決
し
な
け
れ
ば
貧
困
は
解
決
で
き
な
状
況
を
見
る
会
議
を
持
つ
こ
と
が
決
ま
一
ズ
ッ
シ
リ
重
い
雪
だ
か
ら
始
末

ン
ダ
l
に
関
す
る
事
務
総
長
特
別
顧
問
い
と
ジ
ェ
ン
ダ
1
を
表
に
出
す
ス
テ
イ
り
、
第
五
十
五
回
総
会
の
冒
頭
、

一一

O
一
が
悪
い
。
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
が
あ

の
ア
ン
ジ
ェ
ラ

・
キ
ン
グ
さ
ん
は
、
ト
メ
ン
ト
と
、
国
の
貧
困
撲
滅
を
し
て

O
O年
記
念
総
会
の
枠
内
、
婦
人
の
地
一
が
ち
な
く
な
り
、
電
車
は
と
ま

「
過
去
一
年
間
、
女
性
問
題
に
関
し
て
か
ら
と
言
う
国
が
あ
る
が
、
貧
困
と
無
位
委
員
会
の
年
次
総
会
後
、
国
連
総
会
一
る
、
ま
ま
よ
歩
こ
う
と
思
っ
て

は
、
全
て
プ
ラ
ス
の
方
向
に
進
ん
で
い
縁
な
国
は
な
い
と
思
っ
た
」
と
杉
森
さ
の
特
別
会
期
と
し
て
、
そ
の
他
の
五
案
一
も
、
ベ
シ
ョ
ベ
シ
ョ
の
足
一
司
が

る
と
し
て
評
価
。
各
国
の
取
り
組
み
が
ん
。
次
い
で
出
さ
れ
た
の
が
女
性
へ
の
が
出
さ
れ
た
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
一
夜
に
な
る
と
凍
り
だ
し
始
末
が

弱
ま
ら
な
い
よ
う
に
」
と
話
し
た
と
い
暴
力
の
問
題
。個
人
的
な
暴
力
の
ほ
か
、
か
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
一
悪
い
V
私
の
住
む
横
浜
は
坂
と

う

。

紛

争

な

と

の

国

家

的

な

暴

力

に

つ

い

て

こ

と

だ

っ

た

。

一
谷
戸

(
Eに
は
さ
ま
れ
た
谷
合

国
連
関
係
機
聞
か
ら
の
報
告
で
は
、
も
あ
げ
ち
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
回
報
告
を
終
え
杉
森
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
一
い
)
の
町
だ
か
ち
、
雪
で
は
ひ

政
治
的
な
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
示
唆
す
本
が
提
案
国
と
し
て
出
し
た
U
N
I
F

で
日
本
に
生
ま
れ
生
き
て
き
た
自
分
が
一
ど
い
こ
と
に
な
る
。
坂
道
を
へ

る
発
一
吉
や
、

N
G
Oと
の
協
力
を
強
調

E
Mの
暴
力
撤
廃
信
託
基
金
に
期
待
す
見
て
き
た
女
性
の
問
題
全
て
が
国
際
機
一
っ
ぴ
り
腰
で
上
っ
た
り
下
り
た

す
る
報
告
が
あ
っ
た
。
中
で
も
、
ュ
ネ
る
発
一
言
も
あ
り
感
銘
を
受
け
た
と
い
聞
の
中
で
見
え
た
。
日
本
の
女
性
が
克

一り
。
格
好
悪
い
こ
と
お
び
た
だ

ス

コ

で

は

、

女

性

の

教

育

権

推

進

キ

ャ

う

。

服

し

た

も

の

を

、

今

、

直

面

し

て

い

る

一

し

い

が

、

滑

る

よ

り

マ

シ

、

転

ン
ペ

l
ン
を
国
際
的
に
展
開
、
今
年
行
女
性
の
問
題
を
各
国
が
取
り
組
む
際
国
の
交
性
た
ち
に
提
供
し
援
助
し
力
に
一
ば
ぬ
先
の
な
ん
と
や
ら
と
、
そ

う
女
性
の
高
等
教
育
に
関
す
る
世
界
会
の
大
き
な
支
え
と
な
る
国
連
上
級
職
に
な
れ
ば
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
一
ろ
そ
ろ
歩
い
て
い
る

V
正
月
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雪
と
い
う
の
は
首
都
圏
で

い
ま
、
憲
法
の
危
機
、
日
本
は
再
び
江
尻
美
穂
子
(
日
本
Y
W
C
A会
長
)
、
ィ
ナ
l
の
森
南
海
子
、
作
家
の
三
浦
綾
一
は
近
頃
珍
し
い
。
三
月
ご
ろ
春

箪
事
国
家
の
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
小
山
内
美
江
子
(
シ
ナ
リ
オ
作
家
)
、
子
、
評
論
家
の
吉
武
輝
子
、
写
真
家
の
一
先
の
大
雪
が
近
年
、

H

定
番
H

と
、
女
性
有
志
百
四
人
が
ア
ピ
ー
ル
を
落
合
恵
子
(
作
家
)
さ
ん
が
発
起
人
に
吉
田
ル
イ
チ
さ
ん
ら
幅
広
い
人
々
が
名
一
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
毎

出
し
、
女
性
が
行
動
し
、
声
を
よ
げ
、
な
り
呼
び
か
け
た
と
乙
ろ
、
短
時
日
の
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

一
年
寝
冬
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

憲
法
九
条
を
守
り
、
戦
争
へ
の
道
に
ス
う
ち
に
百
四
人
が
呼
び
か
け
人
と
な
る
十
四
日
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
に
一
こ
れ
な
ら
久
し
ぶ
り
の
寒
い
冬

ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。
こ
と
を
承
諾
し
た
。
薬
害
エ
イ
ズ
原
告
は
、
呼
び
か
け
人
か
ら
櫛
田
さ
ん
、
料
一
か
し
ら
、
な
ど
、
素
人
考
え
し

こ
の
ア
ピ
ー
ル
の
計
画
は
昨
年
暮
か
の
川
田
悦
子
、
俳
優
の
岸
恵
子
、
主
婦
理
研
究
家
の
小
林
カ
ツ
代
さ
ん
、
「
ド
一
て
い
た
ら
、
と
ん
で
も
な
い
。

ち
始
ま
り
、櫛
田
ふ
さ
(
婦
団
連
会
長
)
、
会
館
理
事
長
の
中
村
紀
伊
、
服
飾
デ
ザ
ラ
エ
モ
ン
」
の
の
び
太
の
声
で
人
気
の
一
暖
冬
放
の
一
月
の
大
雪
だ
そ
う

小
原
乃
梨
子
さ
ん
、
方
言
指
導
の
大
原
一
だ
。
真
冬
は
、
発
達
し
た
大
陸

種
子
さ
ん
ら
八
人
が
参
加
。
こ
の
ア
ピ
一
の
高
気
圧
に
覆
わ
れ
、
西
高
東

l
ル
「
日
本
が
再
び
軍
事
国
家
へ
の
道
一
低
の
冬
型
の
気
圧
に
な
り
、
日

を
進
も
う
-
と
し
て
い
る
乙
と
に
強
い
危
一
本
海
側
は
雪
、
太
平
洋
側
は
晴

倶
を
抱
く
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
(

万
国
共
通
、
貧
困
の
女
性
化

求
め
ら
れ
る
べ
-
7

中
心
の
政
策

今
国
政
府
代
表
代
理
と
し
て
出
席
し

た
の
は
、
前
回
に
引
き
続
き
杉
森
長
子

(
日
本
女
子
大
教
捜
)
さ
ん
。

報
告
に
先
立
ち
、
外
務
省
の
員
持
俊

男
(
同
省
総
合
外
交
政
策
局
国
際
社
会

協
力
部
人
権
難
民
課
長
)
さ
ん
が
、

「
改
革
総
会
」
と
言
わ
れ
た
第
五
十
二

回
総
会
の
改
革
分
野
に
つ
い
て
話
し
、

主
に
安
全
保
障
理
事
会
、
財
政
、
事
務

局
体
制
な
ど
の
検
討
結
果
を
報
告
。

安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
の

んさ森るす月訴を宰
白の性女の員職連国

メ
ン
バ
ー
国
に
つ
い
て
は
、
安
保
理
の

重
要
性
が
高
ま
る
中
、
経
済
・
社
会
面

で
貢
献
で
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
責
任
を

取
れ
る
国
を
常
任
理
事
国
に
増
や
し
構

成
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、

日
本
も
そ
の
候
補
に
あ
が
っ
て
い
た
。

が
、
十
月
下
旬
、
イ
タ
リ
ア
を
始
め
二

十
一
か
国
が
、
改
革
先
送
り
案
を
提
出
。

総
会
で
は
推
進
派
と
慎
重
派
が
対
崎
、

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
い
か
な
る
決
定

も
行
わ
な
い
乙
と
に
な
り
、
決
議
は
無

く
、
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
る
に
留
ま

っ
た
。財

政
面
で
は
、
九
八
1
二
C
C
C年

ま
で
の
国
連
へ
の
拠
出
金
の
分
担
率
が

決
め
ら
れ
、
日
本
は
増
額
。
九
八
年
に

は
一
七

・
九
八
俗
、
九
九
年
一
九

・

九
俗
、
二

O
O
O年
に
は
、
二

0
・
五

七
偽
。事

務
局
改
革
で
は
、
劃
事
務
局
長
を

設
置
、
機
構
改
革
で
千
ポ
ス
ト
の
削
減

に
着
手
。

貝
ハ
会
C
ん
は
、
「
こ
と
し
は
、
人
権

宣
言
五
十
周
年
で

も
あ
り
、
外
務
省

で
も
人
権
問
題
に

力
を
入
れ
て
い

く
」
と
話
し
、
二

十
七
、
二
十
八
日

に
東
京
で
開
か
れ

る
「
ア
ジ
ア
太
平

津
地
域
人
権
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け

た。
杉
森
さ
ん
が
出

席
し
た
第
三
委
員

会
は
、
平
和
や
人

権
問
題
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
る
委
員

会
。
社
会
開
発
、

女
性
の
地
位
向

上
、
児
童
の
権
利

の
促
進

・
保
護
、

人
権
問
題
な
ど
十

一
の
議
題
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
。

審
議
に
当
た
っ

中国⑫=石川郁

外
資
系
企
業
に
勤
め
、
離
婚
経
験

を
持
つ
三
十
四
歳
の
李
さ
ん
は
、
二

年
前
か
ら
狼
身
者
ク
ラ
ブ
に
参
加
し

て
い
る
。
週
末
の
一
目
、
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
や
態
親
会
、
小
旅
行
、
教

養
講
座
と
い
っ
た
催
し
に
参
加
し
た

り
、
笛
道
、
家
刻
、
絵
画
、
英
語
と

い
っ
た
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
の
一
集
ま
り

に
顔
を
出
し
て
気
分
転
換
を
は
か

る
。「

も
ち
ろ
ん
異
性
と
の
出
会
い
や

交
流
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
け
れ

ど
、
決
し
て
H

お
見
合
い
ク
ラ
ブ
μ

っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
独
身
者

同
士
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
旅
行

し
た
り
、
映
画
見
た
り
、
生
活
に
彩

り
が
で
き
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
。

週
に

一日
し
か
4
E

合
が
な
い
の
が
残

ー-J説品藍s

念
な
く
ら
い
」
。

彼
女
が
乙
の
ク
ラ
ブ
に
入
会
レ
た

の
は
、
も
と
も
と
離
婚
後
の
寂
し
さ

や
空
虚
感
を
紛
ら
わ
す
た
め
だ
っ

た
。
今
で
は
新
し
い
友
人
も
で
き
た

し
、
自
分
の
生
活
の
ス
タ
イ
ル
も
で

き
た
。
こ
こ
で
知
り
合
っ
た
男
性
と

独
身
ク
ラ
ブ
や

結
婚
仲
介
業
も

て
は
、
国
連
事
務
総
長
報
告
と
、
国
連

関
連
機
関
長
の
報
告
が
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
関
係
者
、
加
盟
国
の
委
員
会

メ
ン
バ
ー
の
直
接
の
対
話
が
行
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
各
国
が
一
般
演
説
で
活

動
・
意
見
を
述
べ
、
こ
の
聞
に
議
題
に

関
す
る
決
議
案
が
作
ら
れ
る
。

女
性
の
地
位
向
上
関
連
で
は
、
農
村

地
域
に
お
け
る
女
性
の
状
回
の
向
上
、

女
性
と
女
児
の
売
買
、
第
四
回
世
界
女

フツ卜戦争への道にス
新ガイドラインは安保さえ越える

憲法の危機、女性104人がアピール
貝谷さん

通
じ
て
の
伴
侶
探
し
で
は
間
に
合
わ

な
い
と
い
う
わ
け
で
、
利
用
者
は
若

者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
。

要
求
も
高
く
、
か
え
っ
て
実
際
の
結

婚
に
踏
み
切
れ
な
い
、
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
ケ
1
ス
も
。
高
学
歴

の
女
性
の
結
婚
難
は
、
中
国
で
は
け

つ
こ
う
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

独
身
者
ク
ラ
ブ
は
新
し
い
中
国
の

社
会
公
益
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
る
が
、

結
婚
仲
介
サ
ー
ビ
ス
業
も
当
世
流
行

り
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。
今
の
と
と
ろ

営
利
目
的
会
社
と
公
的
機
関
サ
ー
ビ

ス
が
約
半
々
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ

新
型
公
益
サ
ー
ビ
ス
花
盛
り

交
際
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
再
婚
す

る
気
は
な
い
。
「
子
ど
も
と
仕
事
で

十
分
売
実
し
て
い
る
か
円
。
で
も
や

は
り
、
理
想
の
相
手
や
良
縁
を
求
め
、

結
婚
に
夢
を
描
い
て
い
る
会
員
が
多

い
み
た
い
ね
」
。

こ
う
し
た
独
身
者
ク
ラ
ブ
は
、
六
、

七
年
前
か
ら
お
目
見
え
し
た
。
都
市

そ
の
う
ち
六
C
物
が
女
性
だ
と
い

う
。
三
十
代
前
半
が
も
っ
と
も
多
く
、

公
務
員
か
ら
教
師
、
医
者
、
作
家
、

記
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
人
が
い
る
が
、
お
し
な
べ
て

学
歴
も
教
養
も
高
く
、
知
的
職
業
に

惜
関
わ
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
れ
だ

け
に
、
相
手
や
結
婚
生
活
に
対
す
る

が
、
こ
う
し
た
機
構
は
北
京
だ
り
で

も
百
を
超
え
、
全
国
で
は
万
を
超
え

る
。
霞
近
は
ゴ
ン
ピ
ュ
タ
l
を
羽
入

し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
サ
ー
ビ
ス
を
売

り
物
に
す
る
業
者
も
間唱
え
て
い
る
。

改
革
開
放
で
烈
愛
結
婚
志
向
は
年
々

高
ま
り
、
相
手
へ
の
要
求
も
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
一
方
。
友
人
や
同
僚
を

';.$: 
A 叫

タ:::，，-:ト

お
見
合
い
番
組
も
あ
る
。
仲
介
ブ

ー
ム
の
火
付
け
役
と
も
な
っ
た
北
京

テ
レ
ビ
局
の
人
気
番
組
「
今
晩
我
何

女技手*アヒ:-.111.. 

彬 諸説

相
織
」
に
出
演
す
る
と
効
果
て
き
め

ん
、
申
込
み
が
殺
到
す
る
と
い
う
と

と
で
希
望
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
日

ブライダJ[..ショップもホットビジネス。

貸衣裳から、会場進行、新婚旅行まで一

手に引き受ける

本
の
お
見
合
い
番
組
に
比
べ
れ
ば
ぐ

っ
と
真
面
目
で
、
み
な
真
剣
に
結
婚

相
手
が
}
求
め
て
い
る
。
テ
レ
ビ
局
側

組麓 鶴

|「女性ニューズjは、読者とともにつくる新聞です|

圃
新
進
党
解
党
、
分
裂

解
党
が
決
ま
っ
た
新
進
党
は

六
党
に
分
裂
。
そ
の
う
ち
の
「
国

民
の
声
」
「
新
党
友
愛
」
は
毘

主
党
、
太
陽
党
、
フ
ロ
今
ァ

イ
ブ
、
民
改
連
と
大
統
一
会
派

「
民
友
連
」
を
結
成

(
7臼)。

画
社
民
党
土
井
党
首
を
再
選

社
民
党
は
土
井
た
か
子
現
党

主
を
無
投
票
で
再
選
。
土
井
党

主
は
、
当
面
、
橋
本
政
権
へ
の

閣
外
協
力
を
続
け
る
考
-
え
を
示

し
た
が
「
自
民
党
が
社
民
党
を

侮
れ
ば
重
大
決
意
も
」
と
。

圏
公
明
代
表
に
浜
四
津
さ
ん

旧
公
明
党
系
の
参
院
議
員
と

地
方
議
員
で
つ
く
る
公
明
は
、

新
代
表
に
浜
四
津
敏
子
参
院
議

員
を
決
定
(
同
日
)
。

園
大
田
知
事、

名
謹
海
上
へ

リ
基
地
反
対
明
言

沖
縄
県
大
田
知
事
は
は
目
、

記
者
会
見
で
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
認
め
た
ら
今
後
百
年
基
地
が

あ
る
と
反
対
を
明
言
。

圃
黒
塚
古
墳
か
ら
鏡
詑
枚

奈
良
県
天
理
市
の
黒
塚
古
墳

か
ら
H

卑
弥
呼
の
鏡
H

と
見
ら

れ
る
三
角
縁
神
獣
鏡
が
位
枚
も

出
土

(
9日
発
表
)
。
邪
馬
台

国
大
和
説
の
有
力
根
拠
に
。

圏
国
連
副
事
務
総
長
に
力
ナ

ダ
女
性
次
官

新
設
の
国
連
副
事
務
総
長
に

カ
ナ
ダ
の
国
防
次
官
ル
イ
ズ

・

フ
レ
シ
ェ

ア
ト
さ
ん
が
就
任
。

SANfYo 。
人と・地球か大好きです

お
客
さ
ま

お客さまの身になって、貴重なご意見を役立てています。 「お客さまセンターJに
寄せられる買物相談や取扱相談、 カタログ送付依頼などのさまざまなお問い合わせや

ご要望を専門のアポインターが受付していますユさらに、お伺いしたお客さまのご相談ご要望-

ご提案を収集分析、各部門に伝達し、商品やサービスの改善・開発の際の貴重なご意見

として役立てています。
、あ官憎め声をよ〈ききにかしたし‘という

輔、 ~dめ句わしF 会制ラフ9

、bh
M
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び呼る
ん

え
さ

訴
子

関
聞
と
積

開
削

/

原

醐
闘
を

大

旬

開

幽
圃
園
町

nu

、

鵬
閉

山叶
代

盟
国

王
ツ

臨

圃

回

り

l

樹
園

守

初

勝
闘
を
ゆ

醐
圃

条

J

一切

開
国

9
き

瞳
閣

法
ふ

欄

m
E恩田

民
置

t
櫛

F

・
・
見

代

闘

圃

圃

会

美

・
・
園
者
上

九回
-
記
井

/…
ー園
田

と

霧
島
安
部
者

iFasa
♂

-

.

.

 

も
市
の
公
益
事
業
を
パ
γ
ク
ア
ッ
プ

川

す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
な
の
で
、

川

付
帯
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
番
組
主
催
の

川

定
例
親
陵
会
や
集
団
結
婚
式
な
ど
も

川

あ
っ
て
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
だ
。

川

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
答
え

川

る
専
用
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

州

も
、
九
二
、
一
ニ年
頃
か
ら
登
場
し
始

川

め
た
。
研
究
機
関
な
ど
の
公
鍾
事
業

川

と
し
て
、
無
料
で
さ
ま
ざ
ま
な
電
話

川

相
談
に
応
じ
て
い
る
。
ま
だ
大
都
市

川

に
集
中
し
て
い
て
、
利
用
者
も
高
学

川

歴
者
が
多
い
よ
う
だ
が
、
相
談
内
容

川

は
恋
愛
、
結
婚
、
仕
事
や
職
場
で
の
川

人
間
関
係
、
子
ど
も
の
教
育
、
姑
や

川

周
囲
と
の
札
機
な
ど
お
な
じ
み
の
も

川

の
か
ら
、
夫
の
暴
力
や
家
庭
内
暴
力
、

川

麻
薬
中
毒
と
い
っ
た
深
刻
な
も
の
ま

川

で
多
岐
に
わ
た
る
。
性
に
悩
む
問
題

川

や
相
談
が
急
上
昇
し
て
い
る
の
が
、

川

こ
の
三
、
四
年
の
目
立
っ
た
傾
向
だ

川

と
い
う
。

川

三洋電機株式会社東京ご相談センター電話東京(03)3815・1111お客さまセンター.総合ご相談窓口……大阪ご相談センター電話大阪(06)994-9570 



(2) 

ことrnメディア そして映司

に
見
る
女
性
』
(
発
売
ク
レ

ヨ
ン
ハ
ウ
ス
1
9
D
5
円
)

#
出
版
し
た
こ
と
を
記
念
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
c

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
前
身

.
事
瓜
都
帰
人
情
報
セ
ン
タ
ー

で
、
八
六
年
か
ら
八
七
年
に
か

け
て
ね
っ
た
「
こ
と
ば
に
見
る

μ
性
」
と
い
う
パ
ネ
ル
慶
一
ホ
が

あ
っ
た
っ
同
セ
ン
タ
ー
の
専
門

員
た
ち
が
手
作
り
で
作
っ
た
も

の
で
、
女
を
め
ぐ
り
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
ば
や
文
字
、
偏
見
や

斧
別
を
見
せ
た
も
の
o
J
」
と

ば
が
鏡
の
よ
う
に
社
会
風
土
、

人
の
菌
誠
を
映
し
出
し
て
い

る
μ

こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
、

好
評
を
呼
び
、
パ
ネ
ル
の
数
は

の
ベ
百
七
十
伐
に
山
叫
ん
だ
ハ

現
在
に
い
た
る
ま
で
問
い
合
わ

せ
や
貸
出
希
望
が
あ
る
と
い
う

μ
ヒ

y

ト
H

作
だ

こ
れ
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
の
は
も
っ
た
い
鮪
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
パ
ネ
ル
を
土
台

に
さ
ら
に
肉
付
け
し
、
編
集
を

加
え
て
本
に
ほ
っ
た
υ
そ
の
本

の
H
出
版
を
記
念
し
て
H
さ
ち

に
新
し
い
展
示
と
な
っ
た
。

本
の
内
容
の
パ
ネ
ル
(
一
一
十

五
位
)
の
ほ
か
、
照
京
釘
性
財

団
主
催
の
「
女
性
に
や
え
」
し
い

広
告
コ
ン
テ
ス
ト
」
受
賞
作

山
川
m
山
l
m引
H
(
十
一
一
枚
)
、
「
映

画
に
見
る
女
性
」
(
十
五
枚
)
、

「
メ
デ
ィ
ア
に
見
る

ι性」

(
八
段
)
で
、
こ
と
ほ
や
映
像
、

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
全
慣
を
脅
え

さ
せ
る
展
示
と
な
っ
て
い
る
A

し
て
は
そ
れ
に
よ
り
運
賞
す
る

一

し
か
な
い
。
今
回
も
持
党
の
複

一

雑
ほ
議
論
を
経
て
、
可
能
な
捜

一

り
の
醍
慮
を
し
て
い
る
。
地
方
一

自
治
体
に
国
が
通
達
、
指
導
す
一

る
の
は
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
ぞ
一

れ
の
自
治
体
で
判
断
し
て
も
ら
一

う
し
か
な
い
」
と
く
り
か
え
す
一

の

み

だ

っ

た

。

一

ま
た
、
職
業
訓
練
校
に
行
っ
一

て
も
、
働
く
場
が
み
つ
か
ち
な
一

い
と
い
う
現
在
の
状
況
を
デ
l
一

タ
で
見
せ
、
審
綴
会
の
各
自
に
一

も
就
労
の
支
援
と
そ
大
切
と
あ
一

る
が
、
具
体
策
を
労
働
省
と
話
一

し
合
っ
た
か
と
、
質
問
が
出
た
一

が
「
今
後
、
労
働
省
と
話

K
円一

い
の
一
機
会
李
将
ち
た
い
」
と
い
一
東
京
ウ
，
メ
ン
ス
プ
ラ
ザ

う
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
で
、
一
月
一
け
よ
で
「
こ
と
ば

当
事
者
た
ち
は
更
に
通
勤
を
一
メ
デ
ィ
ア
そ
し
て
映
司

つ
づ
旬
、
各
自
治
体
に
国
会
で
一
ジ
ェ
ン
ダ
!
の
視
点
か
ら
t
の

予
算
が
通
っ
て
も
、
削
減
対
象
一
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
六
十

省
へ
の
各
種
補
助
制
度
を
カ
y
一
一
校
の
パ
ネ
ル
が
地
卜
一
断
の

卜
し
な
い
よ
う
陳
情
す
る
と
い
一
交
流
コ
ー
ナ
ー
の
壁
一
ぱ
い
に

う
が
、
児
市
伊
長
手
当
て
に
つ

一
ひ
ろ
が
り
、
い
ま
、
女
性
の
開

い
て
は
今
後
、
法
偉
改
正
な
ど

一心
の
深
い
話
題
だ
り
に
話
題
を

抜
本
的
見
直
し
も
検
討
さ
れ
て

一呼
ん
で
い
る
。

い
る
J
」
の
日
も
質
問
に
苔
え
、

一

乙
の
展
示
は
、
宝
且
女
性
財

立
給
期
限
(
現
在
子
ど
も
が
十

一国
が
こ
の
ほ
ど
『
↓
こ
と
ば
」

八
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
)
の

一明
!
鋪
罪

短
期
化
等
も
あ
り
得
る
と
嘗
え

一四
f
v
蜘
品
一

て
い
る
。

一
A
1
z
r

ρ
女
性
の
時
代
H
な
ど
と
い
一
w

宮
F

一

L

町
四ナ

い
ほ
が
ら
、
女
性
の
低
賃
金
の

一

ぺ

‘

~

現
実
の
も
と
、
思
伝
収
入
の
世
一
心
削
除
句

帯
・
時
子
家
庭
に
と
っ
て
、
事

一

態
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
り
そ
一
杭

う
だ
。

所
得
制
限
を
大
幅
に
強
化

東京ウィメンスプラザで展示

E園理置哩!I'iJE覇軍置理・

連経~は概空軍要求よりさ♂うに減ちされている l月 B目、母

f家庭の当事省たちは、「現状を無視、削減のみをは力、って

いる」と大雪の降るなかを厚生省をおとずれ、開望家l丘周波

辺家庭福祉課長、間野献長補佐に実情を訴えたが

号含

七
万
四
千
世
帯
が
カ
ッ
ト
に

" 

〈火曜日〉

七品

い
っ
た
収
入
の
な
か
、
古
い
二

開
の
ア
パ
ー
ト
で
も
、
風
E
円
が

つ
け
ば
九
i
十
万
円
の
家
賃
が

東
京
の
現
状
。
そ
れ
も
、
母
子

家
雌
で
は
は
か
な
か
部
屋
薪
貸

し
て
さ
え
も
ら
え
な
い
。
な
ん

と
か
食
べ
て
い
け
る
の
は
児
童

執
蛍
手
当
が
あ
る
か
ら
で
、
制

度
の
充
実
こ
そ
必
要
で
、
削
減

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
と
訴
え

e

」。ァ
こ
の
程
度
の
収
入
の
人
は
削

減
対
象
に
な
ら
ほ
い
と
厚
生
省

は
笥
え
た
が
、
深
刻
な
の
は
削

減
対
象
の
人
c
杉
並
区
に
住
む

へ
ル
パ
I
(
公
務
員
)
の
A
さ

ん
は
月
子
取
り
は
二
1
一
方
円

だ
が
、
ボ
ー
ブ
ス
が
あ
る
因
子

家
庭
と
し
て
は
n
安
定
し
た
H

似
人
の
た
め
、
削
減
対
象
に
な

り
そ
う
。
一
母
子
家
庭
と
し
て

は
い
い
ぼ
う
の
仏
の
収
入
で
も

月
給
だ
け
で
は
衣
煩
な
ど
は
全

く
斑
え
必
い
}
児
挟
手
当
が
な

く
な
る
と
地
方
自
情
休
か
ら
出

て
い
る
阿
部
々
な
補
助
(
就
学
鐙

的
、
医
療
費
助
成
等
)
も
打
ち

切
ら
れ
る
心
配
が
あ
り
、
児
扶

手
当
の
一
一
万
七
千
余
円
だ
け
で

な
く
実
質
E
h
円
近
く
の
収
入

減
に
な
り
そ
う
」
と
い
う
。

地
h
向
治
体
の
符
種
補
助
制

控
合
連
動
さ
せ
力
，
ト
し
は
い

よ
う
厚
生
省
か
ら
週
連
企
出
し

て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
顧
い

が
出
た
が
、
厚
生
省
は
J
P箆

が
4
4
Z
で
決
ま
れ
ば
、
役
所
と

i
 

弱者切り捨ての政府予算案

ヲ

厚
生
省
を
訪
問

ぷ議

1998年 1月 20日

実
情
訴
え
る
f

山
児
童
扶
養
手
当
の
削
減
は
、

昨
年
九
月
、
厚
生
省
が
慨
算
要

求
で
、
同
手
当
を
九
七
住
度
枚

み
の
額
に
と
ど
め
た
と
き
か
ち

懸
念
さ
れ
て
い
た
。
離
婚
の
糟

加
で
、
毎
年
受
給
世
帯
は
約
一

万
五
千
位
稽
ふ
え
て
お
り
、
前

年
な
み
の
叡
に
し
た
と
い
う
と

と
は
ど
こ
か
で
削
減
が
あ
る
と

い
う
己
と
だ
か
ら
だ
。

厚
生
省
は
中
央
児
一
南
福
祉
審

議
会
に
笛
申
を
求
的
、
同
審
議

会
は
削
減
や
む
な
し
の
結
論
は

出
し
た
が
、具
体
策
は
示
さ
ず
、

問
題
は
女
性
の
低
賃
金
、
働
き

に
く
さ
に
あ
る
と
し
、
就
労
を

支
一
慢
す
る
熊
を
摘
す
る
べ
当
包
}

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
厚
生
省

の
削
減
案
は
手
当
て
の
一
部
だ

り
(
月
額
三
万
七
千
六
百
九
十

円
)
が
支
懲
罰
て
い
る
問
問

の
所
得
制
限
を
、
年
収
四
肖
七

万
八
千
円
か
ら
一
挙
に
三
百
七

十
万
円
ま
で
引
き
下
げ
る
と
い

う
削
減
案
を
出
し
た
。
こ
の
苛

酷
な
切
り
下
げ
を
く
い
止
め
た

処
W

明
司

い
と
、
ヨ
事
者
た
同
の
必
死
は

働
さ
か
り
が
あ
り
、
与
党
h
y
)十

化
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
千
1
ム

で
、
漸
く
一
一
百
七
十
方
円
か
ら

-
一
一
百
万
円
に
あ
げ
る
こ
と
が
で

さ
に政

附
予
腎
案
が
国
会
で
通
汽

ば
、
今
年
八
月
支
給
分
か
ら
こ

の
削
減
新
制
度
が
発
足
す
る

来
午
度
児
積
扶
埠
手
当
て
受
給

見
込
み
六
十
七
方
六
千
利
用

う
ち
七
万
円
「
世
柄
が
切
り
治

て
ら
れ
る
と
い
う
予
怨
だ
コ

月
八
日
、
厚
生
省
に
陳
情

し
た
『
事
者
は
十
し
人
η
勺
党

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
=
一
再
万
円

に
引
さ
上
げ
る
こ
と
に
ほ
力
し

た
清
水
澄
子
事
識
も
同
席
し

た

勤
務
先
を
休
み
、
パ
l
ト
の

人
は
一
u
の
一
瞬
料
を
失
う
こ
と

を
覚
悟
し
て
や
っ
て
来
た
当
事

高
た
巧
は
、
具
体
的
に
草
剤
簿

を
見
せ
、
苦
し
い
現
実
を
授
露
。

了
ど
わ
ニ
人
宇
抱
え
、
手
取
り

月
十
六
力
円
と
か
十
八
方
円
と

厚生量産辺課長l左端}らに提情を訴える当事者たち

昨年暮発表された来午度予算政附築 C、弱者切り拾ての傾

向がはっきりした 離別や非婚の母子家庭に支給されている

児単挟護手当は所得制慢が大帽に強化された 介誕保険の受

け lillになる新コールドプランの予腐の伸ぴ、陣'i5~雪プラン闘

~ .:1 

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
よ
f

一

ご家庭のテレピにつ牢<'だけで、3Dの立体音響が姦しめる「スベシャライザーjをDVDに初婚眼。あたかもo.に6つのスピー

カーがあるかのような‘臨場感晶ふれるサウンドですo<つ曹り際立つボーカル膏や.自然で広がりの晶る音像をご体脂下さいロ

eltたいシーン在需早〈キャッチ‘慎遣で

便利 ~ r ジョ 'l~イヤル晶シャトルリンゲ」

"主主

第

3
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
人
権
シ
ン
ポ

わが家にDVDプレーヤーが来た!

(しかも最新モデル)

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

て
今
軍
で
五
十
年
白
人
権
買

E

t

e

a

言

は

人

権

に

関

し

て

国

際

的

な

侵
す
る
サ
ポ
l
タ
ー
を
つ
く
ろ
民
担
票
を
活
か
廿
会

・
気
付
一
星
宿
を
示
す
、
陣
め
て
重
要
な

う
」
と
い
う
動
さ
が
但
こ
コ
て
l
芳
人
サ
ボ
l
タ
l
」
事
務
一
役
割
を
果
し
て
き
だ
が
、
い
ま

い
る
。
へ
り
墓
地
建
設
の
員
再
局
宮
&
F
λ
x
ω

・
7
E
l
-
-
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
弔
心
に

に
関
係
な
く
、
市
民
事
に
対
7
3
4
5
一
郵
便
短
笛
は
い
ま
一
見
山
レ
キ
」
求
め
る
論
議
が
活
発

す
る
前
巾
長
、
政
府
の
対
応
そ
申
請
中
、
と
り
あ
え
ず
加
入
品
川
一
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

お
か
し
い
と
思
う
入
、
民
下
上
明
4
官
は
現
金
書
留
ほ
ど
で
c
一
一
一
f
一
世
紀
を
前
に
、
人
権

義
を
擁
準
し
よ
う
と
い
う
人
々

*

一
問
題
に
つ
い
て
与
え
よ
う
と
、

に
加
入
し
て
ほ
し
い
と
#
び
か
な
お
、
「
l
万
人
サ
ポ
l
タ
一
割
B
B
・
場
剣
遭
遇
温
鳴
鏑
繍
繍

げ

て

い

る

。

ー

」

の

今

井

一

さ

ん

(

ジ

ベ

l

-
E
・E
・
-
圃
園
圃
圃
圃
園
開
題
噸
鴎

サ
ボ
l
タ
l
の
加
入
は
一
口
ナ
リ
ス
ト
)
は
「
事
務
局
を
は
一

・
・
・
園
幽
圃
悶
悶
幽
圃
毘
簡
闘

行
白
円
(
何
門
で
も
可
)
一
申
じ
め
た
が
、
大
阪
方
副
の
対
応
一

騎

雌

将

司

J
内

4
a圃

し
込
み
問
い
人
口
わ
せ
一
高
官
一
一
杯
の
埼
全
国
王

国

γ
…い

)
園調

o
o
-
-
大
阪
市
阿
倍
野
届
に
東
京
)
通
勤
を
つ
く
り
地
域

自

国

廃

-
B
a醤

相
町
2
ゆ
川
1
0
2
凪
事
務
局
を
作
っ
て
く
れ
る
人
を

一
四
国
圃
・
圃
圃
・
・
・
・
・
圃
闇
圃

m
m
m
m
m
m
m
m
m川
町
待
っ
て
い
ま
す
」
と
呼
び
か
町
一

.

.

.
 
，
E
B
E
E
-
-
圃
園
田
掴

関

」

や

「

縦

た

ん

銀

行

」

の

札

て

い

る

。

一

国
園
田
闘
阻
闇
闇
悶
悶
阻
阻
闘
関

を
酋
か
ら
ぶ
ら
『
己
げ
た
、
怠
加
一
=
=
一
三
三
一三一三=一三=一三一三三一三一三重量一三=一
三
三===三
三
三
=
=
=
=
=
一三
一主
主
主
喜
一
三
三
=
-
E
Z
芸
=主主==E=一=
=一
三
=
一
=
=
一
三
一
三
=
=
=
z
z
z

者
に
よ
る
パ
ー
l
マ
ン
ス
も
溺
一

阻
阻
圏

寸
|
|」

「
1
l」

「
|
|
」
熟
練
レ
た
助
産
婦
や
医
師
の
立
)
i
一

Z
物
は
感
険
者
と
い
わ

U
れ

;

署

員

一

瞬

凶

当

主

止

旦

止

七

日

記

長

品

川

戸

川

口

説

話

弓

汁
こ
そ
恩
大
の
雲
事
」
と
一

E

E

「
L
「
|
」
「
|
L
在
、
近
午
、
室
岡
死
亡
率
会
議
で
は
、
医
療
体
制
整
備

レ
て
1
廃
止
と
年
間
所
得
一
千
一
昨
年
|
月
、
ス
リ
ラ
ン
カ

・

人
に
も
の
ぼ
る
。
を
十
方
人
中
ハ
十
六
人
ま
で
に
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
地
位
向

方
以
下
の
居
に
1
兆
円
以
と
の
一
コ
ロ
ン
ボ
で
世
界
各
地
か
ら
二
病
院
が
少
な
く
大
き
な
町
に
減
少
さ
せ
た
こ
れ
は
、
訓
練
卜
、
教
育
、
、
避
妊
迭
の
普
及
が
、

恒
久
所
得
減
税
を
実
胞
E
公
共
一
円
名
を
趨
一
え
る
出
町
内
家
を
集
め
し
か
な
い
ガ
l
ナ
で
は
、
ト
ラ
さ
れ
た
単
門
家
の
育
成
と
現
明
妊
産
婦
死
亡
減
少
の
鎚
と
強
調

事
業
を
半
減
し
、
減
税
の
財
源
一
て
、
母
性
保
誕
専
門
家
会
識
が
ソ
ク
唾
転
手
堅
E
の
協
力
を
得
へ
の
投
入
に
よ
る
も
の
だ
F
さ
れ
た

f

と
す
る
主
不
良
金
融
機
関
へ
の
一
聞
か
汽
た
て
、
病
院
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
妊
産
開
に
死
を
も
た
句
寸
大
今
年
の
同
月
の
世
界
保
健
デ

公
的
資
争
投
入
を
や
め
る
心
金
一
妊
娠
・
出
産
が
原
因
の
記
者
い
女
性
の
家
に
旗
を
立
て
、
そ
さ
な
安
閃
に
、
危
険
な
中
絶
が
ー
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
こ
の

融
機
関
の
中
小
企
業
へ
の
「
貸
一
の
九
九
舟
が
途
よ
同
の
女
性
れ
を
固
に
し
た
ト
ラ
y
ク
の
週
あ
る
r
l
乃
人
中
八
千
人
が
毎
問
題
に
つ
い
て
会
織
が
開
催
さ

し
渋
り
」
対
策
に
干
兆
円
以
一
で
、
先
進
国
の
十
八
倍
に
も
な
転
手
が
同
乗
し
て
病
院
へ
通
ぶ
年
中
絶
に
よ
っ
て
死
E
o
る
r
れ
、
こ
の
日
は
特
に
母
性
保
護

ょ
の
融
資
枠
を
準
備
す
る
一
る
。
死
亡
し
な
い
ま
で
も
病
気
、
と
い
司
任
組
み
を
つ
く
っ
た
3
H
l
、
霊
主
問
題
た
ア
フ
デ
!
と
さ
れ
る
r

を
実
現
、
買
の
景
気
回
復
に
つ
一
崎
吉
を
得
る
ん
Z
J
性
な
年
五
千
万
ま
た
、
出
産
の
五
三
必
は
、
リ
カ
諸
岡
で
は
、
妊
産
関
の
(
↓
吉
田
口
君
。
ョ
ロ

む
口
町
山
川
ド

ι衆
院
一

母

性

保

護

専

門

家

会

議

開

く

一
日
「

h
i
i
c〈

¥

外
務
省

・
国
連
大
学
共
催
に
よ

る
「
第
3
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

峡
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、

月
二
十
七
口
、
一
十
ヘ
円
の

一
日
間
、
国
際
通
告
大
学
本
部

で
聞
か
れ
る
u
巾
し
込
め
は
稚

で
も
参
加
で
き
る
じ
H
・
英
岡

崎
週
訳
、
賄
料
J

内
き
は
、
第
一
セ
ヅ
シ
守
ン

H
位
界
人
権
立
-
R
と
凪
辿
機
構

ア

メ
ア
リ
l
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

(
凶
連
人
犠
高
等
押
務
自
)
、

第
二
セ
シ
コ
ン
け
世
界
人
権

百一
τ
昌
と
ア
ツ
ア
太
平
洋
諸
国
、

第
一
セ
シ
ー
ン
世
界
人
権
一

吉

J
]
の
将
来
と
引
問
杷
に
お
け
一

る
人
権
保
障
、
は
か
パ
朱
リ
一

ス
卜
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
喧
門

ま
が
来
日
。

希
望
者
は
、
官
務
局
へ
所
定

用
紙
を
請
求
し
、
F
A
X
で
申

し
込
む
。
三
百
五
1
名
宥
首
順
。

【申
し
込
み
】
第
3
区
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
人
権
γ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
引
務
尉
干
川
港
区
麻
布

台
2
3
位
一
乗
与
ビ
ル

宮
ω
・
3
5
8
9
・
3
4
8
5

/
F
A
X
ω
・
3
5
0
5
・
2

i

。i
 

会主

DVD智r'!お手持ちのテレビにつなぐだけで迫力の3Dサウンド!

i
;
;話

器

注

意

i~ 

「
=
手
し
か
し
て
も
、
話
地
受
入
れ

表
明
は
市
屋
判
断
と
し
て
世
間

る
。
市
豆
選
挙
に
は
勝
た
な
け

れ
ば
ほ
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
前

市
長
の
摂
撃
を
許
す
わ
け
に
は

行
か
な
い
」
「
裁
判
開
乍
と
市

長
選
挙
の
ニ
自
性
の
何
時
基
行

が
名
護
市
民
の
円
本
全
よ
、
世

界
に
向
け
た
問
民
運
動
の
連

開
」
と
い
っ
て
い
る

こ
の
話
を
閣
い
た
人
々
の
一
ぽ

か
で
、
「
こ
の
訴
訟
は
名
護
だ

け
で
は
く
日
本
全
体
に
か
か
わ

る
問
題
全
国
で
、
訴
訟
を
支

前
市
長
を
告
訴

名
護
市
民
、

:控}島

内se-9@
~ ~混血再~ 50悶 10柑・'..89.0∞ 伺{醐I!剛山Jりヨ-，Il.t:同，..ングレー

ゐ;6 -::..，r¥ 
ξコと~~位、包ザノ
岡閣時間『町内

万
人
サ
。
ホ

l
タ
l
を
募
集

一

みんなのために、新登場!

-人物の褒情・織かい宜字など毘たい郁分豊

前4惜に甚大、DVD初・rltどころズームj

求
め
に
も
の
。
そ
の
結
果
を
ひ

つ
く
り
か
え
し
た
し
た
の
は
歴

史
的
出
半
。
ρ
市
民
世
票
条
例

第
3
条
第
2項
d
H
過
半
数
の

窓
出
の
尊
重
川
、
市
民
の
思
想

・
箇
条
を
ふ
み
に
じ
っ
た
権
力

の
乱
用
」
と
怒
り
、
ー
辞
任
で

沖
縄
県
名
越
市
の
市
長
選
華

が
注
円
を
集
め
て
い
る
が
、
体

日
民
投
票
で
ノ
!
の
意
思
表
ボ
が

さ
汽
て
い
る
の
に
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
基
地
受
入
れ
キ
足
刷
、
辞
職

し
て
し
ま
っ
た
比
環
鉄
也
前

・

名
護
市
長
を
五
両
人
の
名
護
市

民
が
告
訴
す
る
こ
と
に
な
っ

た
そ
れ
を
立
慢
す
る
一
ー
凡
人

の
サ
ボ
ー
タ
ー
そ
っ
く
り
、
沖

縄
の
問
題
芹
H
有
王
、
壊
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
民
全
下
載
の
問

題
在
と
も
に
考
-
え
よ
う
と
い
っ

運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

沖
縄
の
告
訴
の
動
き
は
月

=
日
に
は
じ
ま
り
、
あ
っ
と
再

つ
闘
に
瓦
宵
人
の
原
宵
図
が
で

き
、
一
円
一
!
日
に
提
訴
す
る

ご
と
に
は
っ
た
。

市
民
た
5
は
「
住
民
健
園
出
は

市
民
の
員
再
の
志
思
の
明
一
析
を

ロビンソンさん

(閤3樋郵慣物既可)

策
o
m
費
税
は
廃
止
せ
よ
r

ん
ど
の
岩
瀬
房
子
さ
ん
は
「
先

不
良
金
闘
機
関
の
救
済
反
対
巾
午
は
住
専
の
穴
埋
め
に
税
金
を

民
の
凶
会
行
動
」
を
行
っ
た
。
使
い
、
今
度
は
ど
小
以
金
融
機
関

「
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
c

の
救
済
に
じ
消
質
税
は
福
祉
税

政
桝
家
は
市
民
の
声
に
同
を
信
一
だ
っ
た
は
す
払
た
ち
の
血
税

け
る
べ
さ
だ
」
と
、
リ
レ
ー
ト
を
勝
F
に
使
う
ほ
c
政
治
家
は

l
ク
が
ス
タ
ー
ト
a

ぬ
く
ぬ
く
と
し
、
火
だ
る
ま
、

「
泊
四
同
税
串
ア
y
フ
で
、
市
雪
だ
る
ま
に
な
っ
て
い
る
の
は

市
民
た
ち
の
国
会
行
動

民
気
が
一
出
に
凶
復
レ
な
い

ま
ま
、
そ
れ
で
も
新
し
い
年
の

幕
開
さ
。
梢
西
日
間
明
日
町
、
医
療

費
の
引
主
上
げ
等
で
、
ロ
ち
し

は
苦
し
く
円
ゆ
る
月
な
の
に
、

橋
本
政
権
は
不
良
金
融
機
関
救

済
の
た
め
三
1
兆
円
も
の
国
民

の
税
金
を
つ
ぎ
込
も
う
と
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佐
藤
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融
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課
題
」
l
、
¥
川
4
日
l
-
什
』
thヴ

出
日
か
げ
肘
加
分
H
A
1
2
m
凶
際
問

川
F
d
地
・
開
ケ
出
駅
U
i
山
ー
グ
・
テ
ィ
ヱ
力

yノ
ョ
ン
シ
リ
ズ

ぐ
鞘
u
n
一
世
世
附
慣
政
刊
の
阿
古
性
の
芳
削
」

況
」
叫
本
河
者
向
E陥
mp山1M次

J
引
F
Q
時
即
時
円
U
ホ
l
ん

げ
目
、
h
v
一
日
政
川
ω
H
H
ハ
と
問
坦
U
T
い
也
、
ト
ぃ
'
f
川
凡
ι

円
U
R
U
「
久

コ
メ
J
ト
、
去
と
一
め
l
り
付
臼
↑
レ

-Z同
七
市
川
W
L
、
L
M
M
凶

A

、

同
び
か
け
・
共
情
相
出
u
m
惜
山
門
知
地
に
引
開
揖
2
刷
、
山

回
全
巧
え
る
押
縄
士
市
開
棒
切
描
穴
、
同
町
t
イ
ザ
、
、
明
1
3
同
2
J
T
J
m
m
h

〈火曜日〉1998年 1月 20日

'‘ 

;1. 

ーに

(3 ) 

労
噛
マ
ク
工



(4 ) 〈火曜日〉1998年 1月 20B

2月13日から

渋苔文化村ジャーナリズムのアカデミー賞

O
V
4
1
3
】
〉
J2t恥
臨
時

r
E

文
化
村
で
聞
か
れ
、
以
後
来
年

Z
Eて

E・
T

F

J

E
且
『
，

RHF副
剛

山

ま
で
全
国
九
都
市
で
開
催
さ
れ

今ム
E
U
F
を
鷲

1引

ν面
下

品

柄

主

ヰ

削

る
(
主
催
・
日
本
テ
レ
ビ
)
。

E
r
'
A
'
w
I

，、，
.
2』
Z
A
r
-
-
z
-
ピ
ュ

l
リ
γ
ツ
ア
l
貨
の
中

E
冒

E
五
内
川
内
M
M
F
T
F

二
E
R
V
U
K
三
唱
h
n
」

E

に
写
真
部
門
が
出
来
た
の
が
一

J
E
-
-
Eノ
ノ

J
A
I
-
d置
、

.

.

 

，A佐
佐

l
J
メ
一

W

九
四
二
年
。
以
来
、
五
十
五
年

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
ア
カ
デ
あ
る
と
い
わ
れ
る
ピ
ュ

l
リ
ッ
賞
作
品
を
集
め
た
展
覧
会
が
、

・聞
に
胃
入
、
二
一
日
ニ
ト
l

点
の
受

ミ
l
賞
、
世
界
で
愚
も
権
威
が
ツ
ア
l
貨
の
写
真
部
門
の
全
受
二
月
十
三
日
か
ら
東
京

・
東
急
賞
作
が
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
有

-
E
E・
E・
-
圃
園
園
田
園
田
吋

名
な
賞
で
あ
り
な
が
ら
、
制
作

--------------abT
著
作
の
特
定
が
簡
単
で
な
い
こ

白

闘

官

議

義

務

と

か

色
、
ア
メ
リ
カ
で
も
全
受

m

・・・・額
Y
Jべ
勺t
M
W

賞
作
品
屋
高
か
れ
た
こ
と
は

圃
-
-
-
周

d
臨
酷
園
田
総
画

E
g・
岨
綱
同
町

な
い
。
日
本
テ
レ
ビ
が
十
年
の

山
岡
阿
仰
陥
吋
瞬
都
酢
臥

h
k明
時
日
を
か
り
、
受
賞
カ
メ
ラ
マ

回
目
・
・
・
・
・
・
園
田
掴
凋
湘
幽
圃
圃
団
曹
司
一
一則

ン
、
関
係
者
-
人
一
人
の
協
力

A
 .
.
.
.
.
.
.
.
 ，a臨聞
照
溺

J
F
a
-
-
-圃
『
一

3

・
・
・
・
・
・
・
3
J
V
圃
眠
鵬
ぽ
晶
咽
温
圃
F

一一
α
を
得
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
も

f
 

.

.

.

.

.

.
 
個
師
E
・
園

-凶
圃
・
聞
E
E
-

-
4
C

明

司

利

剣

道

翌

週

聞

き

の
。
文
字
通
り
、
世
界
初
の
写

u
-
E・
R
・

h-z
，‘
EE--圏

諸

w
真
展
で
あ
る
。

ω
E
E
・E
・--FJ

......... ，E臨劃
・
E
則刻

、
円
U

甜

幽
園
田
園
田
掴
割
問
可

i

‘.E

(上
)
最
新
(幻
年
)の
受
賞
作
品
「選挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
l
卜
で
踊
る
エ
リ
ツ
ィ
ン
」
、
(
下
)
引

年
「
浅
沼
社
会
党
雲
貧
血
且
の
暗
殺
」
H
畏
尾
靖

長
尾
靖
(
当
時
毎
日
新
聞
)
。

ほ
か
に
、
六
六
年
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
・
安
全
へ
の
逃
避
け
沢
田
教

一
(
当
時

U
P
I
)、
六
八
年

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
よ
り
良
き
心

の
夢
(
フ
ィ

l
チ
ャ
l
部
門
)

酒
井
淑
夫
(
当
時
U
P
I
)
の

一二
人
が
受
賞
し
て
い
る
。

(資
料
提
供
・
日
本
テ
レ
ビ
)

ピ
ュ

l
リ
γ
ツ
ア
l
貨
は
、

報
道
対
象
の
と
と
の
重
大
件
で

な
く
、
報
道
内
容
、
報
道
姿
勢
、

取
材
活
動
の
社
会
的
意
識
を
検

証
す
る
賞
。
「
こ
の
展
覧
会
は
、

二
十
世
紀
の
再
検
証
で
あ
り
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
白
常
の
関

係
、
映
像
報
道
、
わ
け
で
も
写

真
の
侵
劃
を
聞
い
な
お
し
、
来

る
べ
き
時
代
に
伺
を
伝
え
る
か

を
考
え
さ
せ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
主
催
者
は
い
っ
て
い
る
。

「
初
世
紀
の
証
言
ピ
ユ
|
リ

ッ
ツ
ア
ー
賞
写
真
展
」

二
月
十
三
日
(
金
)

i
一「一月

八
日
(
臼
)
東
急
文
化
村
入

場
料
千
円
、
大

・
高
生
八
百
円
、

中
・
小
生
五
百
円
。

オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
十

三
日
十
四
時
講
師

・
平
木
収

(
写
真
評
論
家
)
。

関
連
シ
ン
ポ
ジ
ワ
ム
が
十
四

日
十
ニ
時
か
ら
、
日
本
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。
基
調

講

演

シ

l
モ
ア
・
ト
ッ
ピ
ン

グ
(
ピ
ュ

l
リ
ャ
ノ
ツ
ア
l
賞
委

員
会
専
務
理
事
)
。
パ
ネ
ル
討
論

・
田
沼
武
能
、
酒
井
淑
夫
(
侃

-
「
ア
ジ
ア
の
女
性

年
受
賞
カ
メ
ラ
マ
ン
)
、
ビ
ン

セ
ン
ト
・
ア
ラ
ビ
l
ソ

(
A
P

指

導

者

た

ち

」

通

信

写

真

編

集

主

幹

)

ほ

か

。

山

崎
朋
子
編
著

以
後
、
四
月
か
ろ
来
年
二
月

に
か
け
て
、
い
わ
き
、
広
島
、

奈
良
、
千
葉
、
横
浜
、
仙
台
、

浦
添
(
沖
縄
)
、
福
岡
で
展
覧

会
が
聞
か
れ
る
。

た
も
の
。

一
読
し
て
痛
感
す
る
の
は
、

ア
ジ
ア
ブ
l
ム
等
と
言
い
な
が

ら
、
な
ん
と
私
た
ち
は
ア
ジ
ア

の
こ
と
を
知
ら
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
だ
。
取
り
よ
げ
て
い
る

人
物
は
か
な
り
ρ
通
俗
的
H

な

有
名
人
な
の
だ
が
、
例
え
ば
中

国
の
宋
三
姉
妹
、
イ
ン
ド
の
イ

ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
デ
ィ

l
元
首

相
、
ビ
ル
マ
の
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
l
テ
ィ
ー
さ
ん
な
ど
の
名

は
知
っ
て
い
て
も
、
韓
国
の
金

活
蘭
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ゴ

・
パ
・

タ
イ
ン
な
ど
言
わ
れ
で
も
、
何

を
し
た
人
か
答
『
え
ら
れ
る
人
は

少
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
知
っ
て

い
る
人
に
し
て
も
、
そ
の
経
歴

や
功
績
(
あ
る
い
は
問
題
点
)

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
無
知
に
等
し

い
と
と
に
気
づ
き
、
く
わ
し
い

デ
l
タ
を
調
べ
よ
う
と
し
て

も
、
手
近
に
文
献
も
な
い
こ
と

に
び
っ
く
り
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、
も
っ
と
阜
く

出
て
も
い
い
本
だ
っ
た
。

ス
リ
ム
に
脅
か
れ
た
伝
記
だ

が
、
ど
れ
も
、
考
証
が
し
っ
か

り
し
、
人
物
像
が
い
き
い
き
し
、

な
に
よ
り
女
性
の
問
題
と
の
関

わ
り
の
中
で
告
か
れ
て
い
る
の

が
よ
い

ア
ジ
ア
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
た

ち
の
多
く
が
、
偉
大
な
指
導
者

の
娘
や
委
で
、
外
国
に
も
留
学

し
た
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス

l
テ
ィ

l
に
見
色
れ
る
よ
う

に
、
非
暴
力
、
民
主
化
を
貫
く

姿
に
、
誰
し
も
共
感
を
抱
く
だ

ろ、っ。執
筆
者
は
韓
国
H
李
相
琴
、

中
国
H
小
野
和
子
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
H
大
野
拓
司
、
イ
ン
ド
、
ネ
シ

ア
U
倉
沢
愛
子
、
ビ
ル
マ

U
南

田
み
ど
り
、
イ
ン
ド
H
鳥
居
千

代
香
、
ベ
ト
ナ
ム
H
小
菅
幸
一
。

(枝
)

(
筑
摩

円
)

ら
、
ス
ポ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
と
フ

A

ィ
l
チ
ャ

l
(組
写
真
)
の
二

ア
メ
リ
カ
の
新
聞
王
ジ
ョ
ゼ
部
門
と
な
っ
た
O

H

ア
メ
リ
カ

「
地
球
の
う
え
の
女
性
」
五
年
の
乙
と
。
批
准
に
手
間
ど
告
書
を
出
す
義
務
も
あ
る
。

フ
・
ピ
ュ

l
リ
ッ
ツ
ア
l
(
l

の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が

男
女
平
等
の
ス
ス
メ

っ
た
の
は
、
日
本
の
国
籍
法
が
そ
の
政
府
の
報
告
書
に
、

N

8
4
7
1
1
9
1
1
)
の

遺

言

が

受

賞

の

対

象

の

た

め

、

も

と

小

寺

初

世

子

著

父

親

が

日

本

人

で

な

け

れ

ば

と

0
0
(民
間
団
体
)
は
反
論
が

で
一
九
一
七
年
創
設
。
霞
初
ジ
も
と
は
外
国
の
新
聞
で
撮
影
、

dWy

--
綴
麓
趨
麟
綴
醐

れ
な
い
「
父
系
優
先
の
血
統
主
あ
れ
ば
、
国
連
宛
て
に
反
論
書

ャ
1
ナ

リ

ズ

ム

と

文

学

だ

っ

た

掲

載

さ

れ

た

も

の

が

受

賞

さ

れ

胤

プ

緩

鱗

鱗

義
」
毒
し
て
い
た
か
ら
だ
。
を
送
れ
ば
よ
い
と
、
問
題
別
の

が

、

写

真

の

影

響

力

が

認

識

さ

る

こ

と

も

あ

る

。

日

本

人

で

初

饗

J
J脳
機
鱗
鱗
鰯
機
ぞ
れ
ま
で
憲
法
違
反
に
は
な
ら
宛
先
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

az
-払

総
弱
溺
機
線
機
機
鰯
繍

れ

る

よ

う

に

な

り

、

四

二

年

写

の

受

賞

と

な

っ

た

の

は

六

孟

壁

フ

ィ

l
チ

「

電

よ

り

良

き

こ

ろ

勝

、

，

機

畿

な

い

と

言

い

つ

く

ろ

っ

て

き

た

暴

露

が

、

男

性

の

み

を

真

部

門

創

設

。

一

九

六

八

年

か

浅

沼

社

会

党

蚕

員

長

の

暗

殺

日

の

夢

」

日
酒
井
淑

夫

桜

丸

j
鱗
麟
臨
麟
隣
繍
麟

が
、
条
約
違
反
に
な
る
恐
れ
に
対
象
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
事

ヨ

¥
3昔
、
言
語
品
川

J
J
A
F
A
r
j
d
3
3
5
3
3
V
3
3
4
2意
提
出

vdzv若
者

E
3議
議
議

2
3
3
2詩
3
3
3
t担
評
議

3
2
5毒
襲
警
丘
本
曹
は
「
法
律
や
条
約
な
ど
は
逆
ち
え
ず
、
ま
ず
国
籍
法
の
実
は
初
め
て
知
っ
た
が
、
性
差

と
ゴ
ハ
ド
は
、
学
間
に
あ
こ
れ
背
伝
的
河
川
ぺ
ゆ
と
れ
弘
一
]
問
団
A
ロ

ド

て

十

教

に

も

、

雲

に

所

属

し

一

♂

軒

以

れ

れ

吋

守

改

持

前

向

日

訪

日

十

日

日

持

れ

九

段

討

M
I

が
れ
、
石
工
の
仕
事
の
合
間
も
が
得
た
い
と
願
っ
た
愛
と
学
問
人
の
承
認
が
必
要
な
の
?
書
て
い
る
大
学
や
結
婚
制
度
に
一
と
れ
ほ
ど
や
さ
し
く
読
め
、
条
を
撤
廃
す
る
た
め
の
「
特
別
措
多
い
。
だ
が
気
づ
い
た
ら
声
を

読
苫
で
過
ご
す
若
者
だ
っ
た
は
、
こ
う
し
て
自
の
前
に
そ
ろ
類
で
認
め
ら
れ
な
い
と
愛
せ
な
も
、
ス
l
は
批
判
的
で
自
分
の
一
約
や
法
律
の
仕
組
を
わ
か
り
や
置
」
を
と
ろ
う
と
も
せ
ず
、
世
上
げ
「
世
界
の
動
き
」
を
活
用

が
、
豚
飼
い
の
娘
ア
ラ
ベ
ラ
に
っ
た
の
だ
が
、
大
学
は
貧
し
い
い
の
?
」
と
答
え
、
夫
の
家
を
生
き
方
を
通
し
た
の
だ
っ
た
。
一
す
く
解
き
、
し
か
も
そ
れ
を
私
界
女
性
会
識
の
開
催
国
に
名
乗
し
て
も
ら
唱
え
れ
ば
、
と
結
ん
で

U
U
リ
1
1
J川
1
1
1
1
1
1
1パ
川
川
川
川
I
l
-
-l
i
l
i
-
-
Jー
-
J
l
i
l
-
-
J
i
l
J
l」
が
、
子
ど
も
た
ち
の
死
を
、
神
一
た
ち
が
活
用
で
き
る
方
法
ま
で
り
を
よ
げ
な
い
な
ど
、
差
別
撤
い
る
。

制

度

の

た

め

結

婚

で

き

な

か

っ

た

夫

婦

一
室
奈
認
め
る
結
婚
に
背
い
一
提
示
し
て
く
れ
る
本
は
少
な
廃
や
女
性
の
程
向
上
に
乗
り
女
子
差
別
撤
雲
員
会
委
員

ー

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1し
た
自
分
た
ち
の
愛
へ
の
罰
だ
と
一
い
。

気

で

は

な

い

対

応

で

あ

る

。

条

名

簿

な

ど

の

添

付

資

料

も

、

一

出
て
ジ
ュ

l
ド
と
菖
ち
す
よ
う
ス
l
は
思
い
、
夫
の
所
へ
帰
る
一
一
九
七
九
年
に
国
連
が
作
っ
約
義
務
は
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
読
に
価
す
る
。
(
陽
)

に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
ジ
ュ

l

の
だ
。
一
た
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
を
意
味
は
な
い
の
で
、
締
約
国
に
(
東
信
堂
本
休
一
千
九
百

ド
に
妻
が
い
た
と
知
っ
た
腹
い
映
画
は
、
ス
l
の
感
化
を
受
一
日
本
が
批
准
し
た
の
は
一
九
八
は
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
に
報
円
)

せ
か
ら
の
自
分
の
結
婚
を
、
ス
け
る
一
方
だ
っ
た
ジ
ュ

l
ド
の
一

ー
は
ま
ち
が
い
だ
っ
た
と
認
め
ほ
う
が
、
教
会
や
大
学
や
結
婚

一
「
恋
と
仕
事
に
著
者
は
婦
人
雑
誌
の
編
集
者
生
も
「
選
ば
さ
れ
た
も
の
で
も

の
本
質
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
一

は

本

が

効

く

」

を
経
た
の
ち
フ
リ
l
ラ
ン
ス
・
あ
っ
た
の
だ
」
と
、
他
ゐ
面
の

ま
っ
と
う
な
考
去
を
し
て
い
一
杉
山
由
美
子
著
ラ
イ
タ
ー
と
な
り
『
赤
ち
ゃ
ん
本
を
読
む
こ
と
で
知
っ
た
著
者

た
ス
1
が
、
人
闘
が
作
っ
た
型
露
襲
欝
議
襲
撃
畿
が
で
き
た
ら
己
ん
な
本
が
読
み
が
、
恋
愛
や
仕
事
の
札
幌
で
行

度
や
慣
習
に
打
ち
負
か
さ
れ
た
一
一
瞬
鱗
脳
掴
観
勝
機
繍
灘
錦
繍
瀦

た
い
』
『
笛
業
ウ
ー
マ
ン
に
な
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
い
る
ひ
と

物
語
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。
一
翻
搬
醐
醐
蛸
醐
機
織
機
翻
機
嫌
榔
り
た
い
』
(
本
宮
中
に
紹
介
)
に
、
本
が
自
力
で
解
決
す
る
道

制
度
婚
が
体
も
心
も
縛
る
な
一
一
麟
鱒
揃
蹴
臨
朝
織
機
織
鱗
繍
繍
欝

等
の
著
書
も
あ
る
読
宮
家
だ
。
を
与
え
て
く
れ
る
と
示
唆
し
て

ら
、
制
度
の
ほ
う
が
お
か
し
い
。
一
鱗
搬
轍
繍
欄
翻
鶴
麟
鱗
腿
鱗
鱒
鱗

「
女
子
労
働
は
ず
っ
と
い
ま
い
る
。
即
戦
力
に
も
即
効
薬
に

〈
制
度
は
あ
く
ま
で
も
個
人
一
本
書
は
、
読
ま
せ
る
解
説
つ
ま
で
安
か
っ
た
」
の
章
で
は
、
も
な
り
そ
う
だ
。

の
権
利
や
自
由
を
尊
重
し
て
い
一
さ
の
μ
本
の
リ
ス
ト
H

で
あ
る
。
女
性
が
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
末
尾
に
「
性
と
愛
の
文
学
を

く
た
め
の
も
の
で
す
。
制
度
を
一
「
女
が
働
く
と
き
読
む
本
」
や
う
な
労
働
力
と
し
て
扱
わ
れ
て
楽
し
む
文
庫
本

loo冊
」
も

守
る
た
め
に
、
個
人
の
自
由
や
一
「
い
つ
転
職
す
る
か
?
」
な
ど
き
た
か
の
認
識
を
得
ち
れ
る
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
著
者
の
関

権
利
が
抑
圧
さ
れ
て
は
な
ら
な
一
テ
l
マ
ご
と
に
本
が
紹
介
さ
れ
本
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
職
業
心
の
幅
広
さ
が
う
か
が
え
る
。

い
の
で
す

ov--金
城
清
子
一
て
い
て
、
疑
問
や
悩
み
を
も
ち
へ
の
ヒ
ン
ト
も
脅
か
れ
て
い
る
手
元
に
置
き
た
い
一
冊
。
(
陽
)

『
法
の
な
か
の
女
性
』
(
新
潮
一
な
が
ら
働
い
て
い
る
人
の
強
い
本
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

(W
A
V
E
出
版
本
体
千
五

選

書

)

鈴

木

陽

子

一

味

方

に

な

る

。

自

分

が

選

ん

だ

つ

も

り

の

人

百

円

)

2
2
2
2
2
2
2
2
2
%妥
2
2
2
2
%

~ 

女
の
日
で
視
る

.::a. .回・・--1主主3t: 

zuuzds 

正
月
気
分
も
抜
け
て
き
た

と
乙
ろ
で
、
イ
タ
リ
ア
料
理

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
「
パ
プ
リ
カ
ニ
ヨ
Y

キ
の

ク
リ
ー
ム
ソ
l
ス
合
え
」
で

す
。
こ
こ
で
は
、
-
一
ヨ
ソ
キ

に
パ
プ
リ
カ
を
練
り
込
み
赤

い
ニ
ヨ
y
キ
を
作
り
ま
す
。

パ
プ
リ
カ
は
、
唐
辛
子
の
仲

(第3種郵便物館可)第 1185号

聞
で
す
が
、
辛
く
あ
り
ま
せ

ん。

β
ー
カ
ロ
チ
ン
が
豊
富

で
、
子
ど
も
も
大
人
も
た
く

さ
ん
と
り
た
い
ス
パ
イ
ス
の

ひ
と
つ
で
す
。
ソ
l
ス
に
使

う
ス
パ
イ
ス
は
、
ベ
イ
リ
ー

ブ
ス
、
ナ
ツ
メ
グ
で
、
生
ク

リ
ー
ム
の
乳
臭
さ
を
消
す
効

果
が
あ
り
ま
す
。

十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
作

家
ト
マ
ス

・
ハ
l
デ
ィ
の
『
日

陰
者
ジ
コ

1
ド
b

が
原
作
で
、

こ
の
小
説
は
一
八
九
五
年
に
出

版
さ
れ
る
や
、
禁
書
に
す
る
教

会
も
あ
っ
た
と
い
う
。
映
画
も

夫
婦
で
あ
る
筈
の
男
女
が
「
結

婚
」
し
な
か
っ
た
た
め
に
悲
劇

誘
わ
れ
、
結
婚
す
る
。
だ
が
、

学
聞
を
志
し
、
豚
の
始
末
も
妻

任
せ
の
夫
を
見
限
っ
て
、
ア
ラ

ベ
ラ
は
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。

ジ
ュ

l
ド
は
大
学
の
あ
る
街

砂258.... 

{材料1(4人分)

〈ニョッキ〉じゃがいも 4
個、薄力粉150g、卵黄 i個、
塩小さじ初、パブリカ大さ

じ 1、バター25g、〈ソース〉

にんにく 5g (小 l片)、

カイエンペパー l握り、ナ

ツメグ]娠り、ベイリーブ

ス 1枚、ホワイトペパー小

さじ1J4パタ一大さじ 2、自

ワイン大さじ 3、生クリー

ム200cc、塩少々、粉チー

ズ大さじ 2

こ
こ
で
は
ニ
ョ
ッ
キ
を
赤

く
仕
上
げ
ま
す
が
、
タ
1
メ

リ
ッ
ク
や
サ
フ
ラ
ン
で
黄
色

に
す
る
と
と
も
で
き
ま
す
。

ソ
l
ス
に
使
う
ス
パ
イ
ス
を

3
種
頼
以
上
使
う
と
ブ
レ
ン

ド
効
果
を
発
揮
、
マ
イ
ル
ド

な
味
に
仕
上
が
り
ま
す
。
カ

イ
エ
ン
ペ
パ

l
は
単
に
辛
映

を
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
味

邸
宅
安
全
へ
の
逃
避
」
H
沢
田
教

労
働
者
階
級
の
ジ
ュ

l
ド
を
受

け
入
れ
ず
、
ジ
ュ

l
ド
の
子
を

二
人
も
産
ん
だ
ス
ー
も
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
死
ん
だ
時
、
ジ

ュ
l
ド
か
ら
去
る
の
で
あ
る
。

全
体
を
引
き
締
め
る
の
に
役

立
ち
ま
す
。
ソ
1
ス
は
、
加

熱
し
す
ぎ
に
注
意
し
て
下
さ

U
 

〈パ
ブ
リ
力
一
一
ョ
ッ
キ
の
ク

リ
ー
ム
ソ

l
ス
合
え
〉

【
作
り
方
】

①
じ
ゃ
が
い
も
は
柔
ら
か

く
ゆ
で
、
熱
い
う
ち
に
甚
ご

し
(
ま
た
は
マ
ッ
シ
ュ
)
し
、

卵
黄
、
パ
プ
リ
カ
、
塩
、
小

麦
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
生
地

を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
泊
分
ほ

ど
寝
か
せ
る
。

②
ソ
l
ス
を
作
る
。
銅
に

パ
タ
l
、
み
じ
ん
切
り
に
し

た
に
ん
に
く
を
入
れ
て
抄

め
、
香
り
が
た
つ
た
弓
臼
ワ

イ
ン
、
ス
パ
イ
ス
類
を
加
え
、

さ
ら
に
生
ク
リ
ー
ム
、
ホ
ワ

イ
ト
ペ
パ

l
を
を
加
え
て
7

1
8分
煮
込
み
、
味
を
整
え

パ
プ
リ
カ
の
赤
の
着
色

成
分
は
β
l
カ
ロ
チ
ン
。

栄
養
的
に
も
大
変
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
柿
、
か
ぼ

ち
ゃ
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど

に
も
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

る。
③
@
宝
莞
'd板
の
上
で
直

径

2
m
の
棒
状
に
し
、

2
1

3
m
の
長
さ
に
切
り
、
フ
庁

l
ク
背
で
手
前
に
引
き
な
が

ら
つ
ぶ
し
、
た
っ
ぷ
り
の
熱

湯
に
塩
少
々
を
加
、
え
て
ゆ
で

る
。
浮
き
上
が
っ
て
き
た
ら

す
く
い
取
る
。

④
皿
に
二
日

y

キ
を
盛

り
、
上
か
ら
ソ
l
ス
と
チ
ー

ズ
を
か
け
る
の

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
附

食
品
研
究
所
/
料
理
指
導
・

園
田
ヒ
ロ
子
)

基本作用

【ノ宅プリ力】

:辛昧付け
色付け会食会食:

;香り付け

:臭み消し

油
に
よ
く
溶
け
る
の
で
、

油
と
一
緒
に
調
理
す
る

と
、
体
内
に
効
果
的
に
摂

取
で
き
ま
す
。
酢
と
油
の

ド
レ
叶
ノ
シ
ン
グ
に
、
た
っ

ぷ
り
の
パ
プ
リ
カ
を
加
え

る
と
、
赤
い
ド
レ
ソ
シ
ン

グ
が
で
き
ま
す
。
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グ
ア
ジ
ア
女
性
交
流
史
H

に

取
り
組
ん
で
い
る
編
者
が
、
ア

ジ
ア
七
か
国
十
人
の
女
性
指
導

者
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
国
の
言

葉
と
事
情
に
通
じ
、
か
つ
専
門

的
知
識
を
備
え
た
人
に
、
人
物

像
や
問
題
点
を
描
い
て
も
ら
っ

出
一
括
一
一
盟
側
別
制
剤
た
佐
一
応
能
一

:ー生一一一一一一一三一一一
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V
新
ガ
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ラ
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擾
エ
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ー
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コ
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サ
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2
・
1
行
動

羽
目
岡
山
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時
日
分
江
戸
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1
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時
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代
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木
公

京
博
物
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ホ
l
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ー
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催
・
:
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マ
マ
ネ
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ヘ
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ポ
ー
ト
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す
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八
鍬
真
佐
子
ね
こ
画
回
顧

会
他
連
絡
・
:
告
白

・
5
2
6
展
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(宮
平
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日
附

1
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間

大
黒
雇

房

本
体
二
千
二
百

コ
ン
サ
ー
ト
テ
l
マ
は
「
み

ん
な
で
育
て
る
ア
ジ
ア
の
と
こ

ろ
」
。
前
売
指
定
5
0
0
0円、

当
日
自
由
5
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前
売

H
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ト
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あ
宮
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4kg約40分の実力で本しかもファジィ制御で、
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嫁焼置や時間もきめ細かく自動段定。速いの

に、衣翼賛にはやさしい。薦で也、夜でも朝でも、
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